
抜本的な改革に取り組まず、現行の経営体制・手法を継続する理由及び現在の経営状況・経営戦略等における
中長期的な将来見通しを踏まえた、今後の経営改革の方向性

豊岡市と朝来市を構成市とする地方自治法に基づく特別地方公共団体として独立した法人格を有する組織であり、地方
公営企業法一部適用団体として運営されている。事業管理者の権限と責任が明確化されており、予算原案の作成、職員
の採用並びに給与の決定及び各種契約の締結等についても病院組合独自で実施しており、地方公営企業法全部適用及
び地方独立行政法人と同等の自律的な運営がなされている。
指定管理者制度の導入や民間譲渡の可能性については、但馬圏域においては、病院組合の事業を継続して経営できる
能力を有する民間医療法人等がなく、公立病院が中心となって一般病院の機能を担っており、民間活用は困難である。
また、当病院組合立病院は、豊岡市と朝来市における唯一の一般入院機能を有する医療機関であるとともに、圏域内の
高度急性期及び急性期機能の大部分を占める地域に必要不可欠な社会資源であることから、公立病院であることが望ま
しい。
これらの実情を踏まえ、現行の経営形態を維持し、自律的な組織運営の下で安定的な医療提供体制の維持を図っていく。
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公営企業の抜本的な改革の取組状況（令和7年3月31日時点）
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